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与那原大綱曳まつりCM作成

目　標

実　績

1式

1式

28,275

予算の状況の説明
　令和４年度は、与那原大綱曳まつりが三年振りに開催できたことで当初計画通りに予算を執行した。しかし、「新型コ
ロナ感染症拡大防止」の観点から当初予定していた貸し出し用屋台作成等を取り止めたため1,202千円の予算減。
　執行率は99.8％であり適切に執行することが出来た。

45,845

R2年度

18,665

6,160

▲ 12,505

6,160

(c)増減額(b-a)

98.0%

54,519

▲ 8,674

45,845

58,367

57187

45749

H30年度

60,380

58,367

R1年度

(a)当初予算額

(b)予算現額

A．計(b+d)

B．執行済額

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

41975

市町村名 与那原町

事業番号
・事業名

令和４年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

第4章―３―（２）－（ウ）
1-① 与那原町魅力発信事業

5,1634812

担当部課名

目　標

 　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

R4年度

観光施設案内標識板を設置し観光客のスムー
ズな誘導

多彩かつ質の高い観光の推進

予
算
の
状
況

Ⅲ―１―（１）

目　標

事業実施
（予定）年度

27,073

94.7%

6,454

21,607

27,0736,817

6,817

99.8%

18,142

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

▲ 1,202▲ 11,325

うち交付金充当額

次年度繰越額

(d)繰越額

6015

平成26～令和13年度

新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

観光商工課 沖縄振興基本方針
該当箇所

事業内容
  本町の魅力を県内外に広く発信するため、新たな観光資源等を活用した各種イベントの実施や情報発信を行い、イメージキャラクター等のプ
ロモーション及び観光促進コンテンツを制作し、本町のイメージキャラクター及び観光PRを通して観光客誘致を図る。

実施方法

R3年度

活動目標
（指標）

及び達成状況

R4活動目標（指標）

与那原地区社交飲食業組合への補助を行い
「ゆかた祭り」「スタンプラリー」等の開催

実　績

33580

97.6%

達成状況

執行率（％）(B/A) 91.6%

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実　績

▲ 2,013

27,009

実　績

与那原大綱曳まつり運営補助

目　標

実　績

大綱曳PR資料作成

目　標

実　績

1回

1回1回1回1回

観光促進コンテンツ製作

実　績

平成30年度に誕生したイメージキャラクターの
プロモーション

目　標

1式

1式

1式 1式

2回 1回 1回

1式

1式

目　標
コンテンツ制

作

コンテンツ制作

1式

1式 1式

1式

1式 1式

1式

1式

1式

1式

1式

1式
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45000人

基準値
（　年度）

目標値
（　年度）

R4年度

3000人

4000人

R4成果目標（指標）

実　績

目　標

実　績

R2年度

・公共交通利用を促進するため、まつり告知の始めに利用を呼び掛けるなど対策を行う。また、バスの路線図等を与那原観光ポータルサイトに掲載し、利便性の
向上に努める。
・広域（近隣市町村）連携及び近隣施設との調整を進め駐車場の確保に取り組む。
・「ゆかた祭り」等の事業と観光資源（綱曳資料館や軽便与那原駅舎）をコラボさせ、多様な年代、客層を取り込めるよう工夫を重ねる。例えば、綱曳資料館で浴
衣などの着付けを行い祭りに参加したり、駅舎での軽便鉄道クイズに正解すると屋台の割引チケットがもらえたりなど。
・４年度事業では、リーフレット制作に加え、階段壁画を設置することができ、新たな観光資源が創出できたことから、観光＋イベント参加の視点からも取り組め
る。
・今後も「与那原町観光実施計画」の重点施策の３本柱である「Ⅰ．大綱曳、Ⅱ．水路、Ⅲ．ＭＩＣＥ」を主軸として、効率的で持続可能な事業を実施する。

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・「大綱曳まつり」への参加者が右肩上がりに増えており、より多くの駐車場確保
及び公共交通利用促進が必要となってきている。
・「ゆかた祭り」も１３回を数え、魅力あるイベントとしての地域にも定着している。
イベントをより充実させるためにも新たな取り組み等を検討していく。

・「大綱曳まつり」周知時に公共交通利用の呼び掛けを強化する。また、近
隣施設や周辺未利用地を駐車場として使用するなど駐車場確保に努め
る。
・「ゆかた祭り」等の事業が地域に親しまれ、さらに社交飲食業組合の組織
強化に繋がるよう実施方法や場所も含めて組合と協議しながら検討する。

今後の取り組み方針

成果目標
（指標）

及び進捗状況

・コロナウイルス蔓延防止の観点から延期していた与那原大綱曳まつりを３年振りに開催した。
・補助金の交付団体である「与那原地区社交飲食業組合」では、与那原マリーナで開催されるフィッシングフェスタとコラボし
て「ゆかた祭り」を開催した。コロナ禍でのイベントということで、「ゆかた祭り」に予想以上の集客があった。スタンプラリーは
コロナウイルス蔓延防止の観点から中止した。
・地域活性化イベントとして、観光資源を活用した「てくてくスタンプラリー」や水路を活用した「水辺のマルシェ」を開催した。
・町内をアピールするガイドブック（リーフレット）を制作し、配布している。

進
捗
状
況
説
明

R3年度

達
成
状
況
説
明

【参考指標】

与那原大綱曳まつりの誘客

実　績

目　標

実　績

地域活性化イベント（みずべのマルシェ）及び
観光資源を活用したイベントの実施（てくてくス
タンプラリー）

目　標
与那原町アピールするガイドブック（リーフレッ
ト）の製作

1回

1回

1式

1式

３年振りに「与那原大綱曳まつり」が開催された。目標には届かなかったが、45000人の集客があり、コロナ禍であったため20000人程
度しか伸びないのではとの想定を超えた。大綱曳実施後にＬＩＮＥによるアンケートでは、かなり満足、満足が81％となり目標を達成でき
た。「ゆかた祭り」「地域活性化イベント」では8000人の目標は達成できなかったが、社交飲食業組合のＰＲ効果により、新規会員が6店
舗参加するなど社交飲食業組合の組織強化に繋がった。

目　標

「地域活性化イベント」への参加

目　標

実　績

与那原大綱曳まつりの満足度

目　標

実　績

「ゆかた祭り」「スタンプラリー」への参加

目　標

実　績

「スタンプラリー」への参加

目　標

実　績 659人 133人

50000人

600人 300人

4000人

70%

81%

3440人



27,009 27,009 21,607 5,402 0

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

○支出先の選定については、本町の契約・会計規則に基づき、見積り
による競争や指名競争入札、プロポーザルにより選定しており適正であ
る。
○複数見積等により予算を確定しており予算規模は妥当と考える。
○受益者負担については、「与那原町地域振興推進事業交付金交付
要綱」に定める交付率に基づいており、負担関係は妥当であると考え
る。
○費目・使途については実施段階で十分な検討を重ねており、目的に
即した真に必要なものとなっている。

評価に関する説明

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

評価

○

○

○

○

点　検　項　目

支出先の選定方法は妥当か。

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

受益者との負担関係は妥当であるか。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

事務消耗品費等　213千円

与那原町

軽便駅舎来場者50,000人達成パネル、ことばしら
プレート等

需用費
213千円

報酬・共済費・職員手当

会計年度任用職員１名分 本事業全般を担当
2,185千円

27,009千円
委託料

地域活性化イベント運営、リーフレット制作委託業
務等 地域活性化イベント等運営委託、リーフレット制作

委託、階段壁画制作委託業務等

2,456千円 2,456千円

工事費 有限会社　嘉川建設
階段壁画工事請負業務（下地用左官、補修工事
等）429千円

429千円

9,306千円 9,306千円

補助金
与那原大綱曳まつり運営委員会、与那原地区社

交飲食業組合への補助金 与那原大綱曳まつり実施全般、
イベント運営補助(ゆかた祭り等）12,420千円

12,420千円

役務費
県内テレビ放送局３社、ラジオ放送局３社

大綱曳まつりテレビ、ラジオＣＭ放送
与那原大綱曳まつりＣＭ放送業務
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市町村名 与那原町

令和４年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1－② 美化・緑化きれいなまちづくり事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第4章-3-（2）-（ア）

「新しい生活様式/ニューノーマル」にお
ける安全・安心で快適な観光の推進

担当部課名 まちづくり課
事業実施

（予定）年度
平成24～令和13年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-（1）

事業内容
　本町を訪れる観光客等の満足度を向上させるため、散策コースの環境美化（剪定・除草・植栽整備等）を実施し、観光地としてふさわしい景観及
び環境を創出する。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 39,757 13,658 10,546 12,271 34,032

(b)予算現額 33,907 11,636 11,098 11,865 40,563

(c)増減額(b-a) ▲ 5,850 ▲ 2,022 552 ▲ 406 6,531

(d)繰越額 0 0 0 0 0

A．計(b+d) 33,907 11,636 11,098 11,865 40,563

B．執行済額 32,858 11,530 11,029 11,658 39,928

うち交付金充当額 26,286 9,224 8,823 9,326 31,942

次年度繰越額 0 0 0 0 0

執行率（％）(B/A) 96.9% 99.1% 99.4% 98.3% 98.4%

予算の状況の説明
フットライト設置工の追加等に伴い6,585千円の予算増。
執行率98.3％であり適切に執行することが出来た。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R4活動目標（指標）

達成状況

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

散策コース環境美化作業員配置
目　標 8名 6名 6名 14名

実　績 8名 6名 6名 14名

フットライトの設置
目　標 3,690ｍ

実　績 3,690ｍ

【参考指標】
町内各所への花木の植樹

目　標 花苗植樹の実施

実　績 花苗植樹の完了

達
成
状
況
説
明

・散策コースを作業員14名により定期的に美化清掃を繰り返すことで、環境の美化を維持することができ、散策コースを気持
ちよく回遊できる景観及び環境を整えることができた。
・板良敷海岸線等へフットライトを設置することができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R4成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R2年度 R3年度 R4年度

目標値
（　年度）

本事業による取組の結果、散策しやすくきれい
なまちとしてふさわしい景観及び環境であるを含
め、再度訪れたいと概ね肯定的な回答（80％）
について、アンケートで検証する。

目　標 80%

実　績 85%

【参考指標】
本事業（剪定・除草・植栽整備等）による環境美
化の散策コースについて、観光客と地域住民に
アンケート調査を実施し、「観光地としてふさわし
い景観及び環境である」（80％）を含め、アン
ケートにより、本事業のあり方について検証す
る。

目　標 80% 80%

実　績 － 81.60%

進
捗
状
況
説
明

　町民等アンケート調査を実施した結果、肯定的な意見が全体の80％を超えており、成果目標を達成できた。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・散策コースの美化作業に加え、令和４年度に取り組んだ視線誘導標（LEDフット
ライト）の整備により、散策しやすくきれいなまちとしてふさわしい景観が整ったこと
が目標値達成の要因と考えられる。

・令和４年度から作業員を８名増員し１４名体制で事業実施したが、報酬費、共済
費、職員手当などの予算の執行管理を適切に行うことで、執行率９８％以上を達
成できた。

・草刈・清掃箇所については、交通量の多い道路や歩道沿いとなっていることか
ら、事故・怪我等がないよう安全に作業する必要があるが、物損事故が発生した。

・満足度の更なる向上に向け、引き続き剪定・除草等による散策コースの環
境美化を進めるとともに、アンケート調査結果を参考に取り組みを工夫する
必要がある。

・予算に関して、必要額・不用額について早めに判断し、早い時期での事業
計画の変更等を行うことが必要である。

・作業中の安全面に考慮しながらできるだけ効率よく実施できるように引き
続き工夫する必要がある。

今後の取り組み方針

・アンケート調査結果を参考に除草及び清掃箇所の重点化等を行い、新たな美化緑化の取り組みを検討する。

・予算の執行管理について、引き続き定期的に確認を行う。

・作業員へ刈払機の取扱い講習を受講させるとともに、安全面に配慮した体制を強化する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

39,928 39,928 31,942 7,986 0

与那原町
39,928千円

報酬
16,750千円

作業員
16,750千円

共済費
2,133千円

作業員
2,133千円

職員手当等
3,286千円

作業員
3,286千円

需用費
1,292千円

消耗品費
798千円

修繕費
375千円

職員研修費
119千円

工事請負費
15,862千円

株式会社　長嶺商会
15,862千円

備品購入費
605千円

㈱ヨシダ機器サービス
605千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○作業員の選定については、面接により選定し、条例・規則に基
づき任用しており妥当であると判断している。
○予算の執行率が98.3％となっていることから適正な規模であっ
た。
○費目・使途について、事業目的の観点から必要なものなのか等
について額の確定時において支出等に関する書類により確認、適
正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

草刈・清掃作業員１４名分

１４名×１１か月

社会保険料等１４名分

１４名×１１か月

期末手当１４名分

１４名×１１か月

刈払機替刃、鋸替刃、ゴミ袋等

８０件

刈払機、ブロワー等の修理

１３件

刈払機７台、飛散防止ネットの購入

３件

視線誘導標設置工事

安全衛生教育講習会等

１４件
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市町村名 与那原町

令和４年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-① きめ細かな児童生徒支援事業（小学校・中学校） 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第４章－５－（２）－ア

確かな学力を身に付ける学校教育の充
実

担当部課名 学校教育課
事業実施

（予定）年度
平成24年～令和13年

度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－３－１

事業内容 　学習に遅れのある児童生徒や、特別な支援を要する児童生徒や保護者に対する支援等のきめ細かな支援を行う為の各種支援員を配置する。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 74,887 79,091 69,280 64,054 109,666

(b)予算現額 72,119 66,392 63,396 59,990 74,705

(c)増減額(b-a) ▲ 2,768 ▲ 12,699 ▲ 5,884 ▲ 4,064 ▲ 34,961

(d)繰越額

A．計(b+d) 72,119 66,392 63,396 59,990 74,705

B．執行済額 65,949 60,423 60,791 57,118 72,164

うち交付金充当額 52,758 48,338 48,633 45,695 57,731

次年度繰越額 0 0 0 0

執行率（％）(B/A) 91.4% 91.0% 95.9% 95.2% 96.6%

予算の状況の説明
就学支援コーディネーター等当初想定していた人員が確保できなかったため34,244千円の予算減。
執行率は95.4％であり適切に執行することが出来た。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R4活動目標（指標）

達成状況

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

学習支援員　20名配置
目　標 18名 13名 10名 20名

実　績 18名 13名 10名 19名

特別支援教育支援員　16名配置
目　標 17名 15名 14名 16名

実　績 17名 15名 13名 13名

情報教育支援員　3名配置
目　標 3名

実　績 2名

スクールカウンセラー　１名配置
目　標 ２名 １名 １名 1名

実　績 ２名 １名 １名 1名

特別支援教育コーディネーター　１名配置
目　標 １名 １名 １名 1名

実　績 １名 １名 １名 1名

幼保こ小中連携コーディネーター　1名
目　標 1名

実　績 1名

就学支援コーディネーター　1名
目　標 1名

実　績 0名

達
成
状
況
説
明

　学習支援員は授業で担任の指導の下、児童生徒に対して学習支援、補習指導を行った。
　特別支援教育支援員は、気になる児童生徒の学習支援や学校生活支援を行った。
　特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰは学校コーディネーターとの定期連絡会及び定期的に学校訪問し、気になる児童生徒の指導方
法の改善　に関する助言等を行った。
　ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰは、定期的に学校訪問し、児童生徒の教育相談、保護者との面談等を行った。
　幼保こ小中連携コーディネーターは、幼稚園、保育所の担当者との連絡会の開催した。
　就学支援コーディネーターをハローワーク及びホームページ等で募集を行ったが応募がなく欠員となった。



( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R4成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R2年度 R3年度 R4年度

目標値
（　年度）

沖縄県学力到達度調査において、県と本町との
平均正答率の差
　小学校：県との差　0.3以上
　中学校：県との差　0.9以上

目　標
小学校+0.3
中学校+0.9

小学校+0.3
中学校+0.0

小学校+0.3
中学校+0.9

実　績
小学校-3.3
中学校-4.4

小学校-1.7
中学校-2.6

小学校-0.9
中学校+2.6

不登校児童生徒復帰率10％以上

目　標
復帰率

10％以上
復帰率

10％以上
復帰率

10％以上

実　績 復帰率11.9％ 復帰率10.5％ 復帰率17.5％

「特別支援教育支援員の対応への満足度」アン
ケートで（80％以上）

目　標 80% 80% 80%

実　績 98.30% 92.75% 93.02%

進
捗
状
況
説
明

「沖縄県学力到達度調査において、県と本町との平均正答率の差」の目標値を中学校は大幅に達成したが,小学校は達成できなかった。
「不登校児童生徒の復帰率10％以上」については、17.5％となり、目標を達成した。
保護者の特別支援員への満足度については、目標80％のところ93.02％となり、目標を達成した 現在アンケート中。

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　沖縄県と与那原町の平均正答率との差は、中学校では目標を達成し、小学校
は目標達成できていないが前年度より改善している。
　雇用していた学習支援員が臨任教員への登用や特別支援員の途中退職等によ
る欠員補充に努めて、随時採用を行ったが必要な人材確保が十分できなかった。
　不登校については、学校だけでは十分な対応ができない状況である

　支援員は見回りや声掛け等だけでなく、教員との連携のもと、学習内容に
ついても積極的に関わり、より効果的な学習支援に努める。
　安定した学習環境作りのために、子ども達を理解している支援員に継続し
て勤務してもらえるよう勤務条件の改善及びハローワーク等への求人募集
を随時おこない　支援員の研修を行い、支援に必要な知識スキルの向上を
図り安定した支援体制を整える必要がある。
　不登校について、支援員及びコーディネーターの活用、地域や関係機関と
連携について検討する必要がある。

今後の取り組み方針

　学習支援員の教職員研修会への参加と指導主事等の研修指導を検討する。
　学習支援員及び特別支援教育支援員の勤務条件の改善と研修を複数回取入れ支援員のスキルアップ及び支援体制の向上を図る。
　スクールカウンセラーの相談体制の強化及び教育委員会、学校及び関係機関との連携について検討する。
　特別支援教育コーディネーターと学校特別支援コーディネーターとの連携強化及び特別支援教育委支援員への指導助言体制について検討する。
　不登校を未然に防ぐため、各支援員及びコーディネーターの活用と地域や関係機関と連携する手法について検討する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

72,169 72,164 57,731 14,433 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 〇支援員等については、応募者を面接により選定し、「与那
原町会計年度任用職員に関する規則」に基づき任用してお
り妥当である。
〇必要に応じて予算の減額を行う等適正な執行管理に努め
た。
〇費目・使途については事業目的に即している。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

学習支援員19名

特別支援教育支援員13名

情報教育委支援員 2名

スクールカウンセラー1名

特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ1名

幼保こ小中連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 1名

就学支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 0名

職員手当等

10,667千円

共済費

9,620千円

旅費

598千円

報酬

51,284千円

与那原町

72,169千円

支援員等

51,284千円

支援員等

10,667千円

支援員等

9,620千円

支援員等

598千円
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市町村名 与那原町

令和４年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-② 国際理解人材育成事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第４章-５－（３）－ア

国際感覚を身に付ける教育の推進

担当部課名 学校教育課
事業実施

（予定）年度
令和４～令和８年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３－（１）

事業内容 　国際的感覚や視点を身に付ける人材育成の為に、主任英語指導コーディネーターを配置する。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 9,320 8,816 10,416 8,758 4,817

(b)予算現額 7,752 8,455 10,487 6,447 4,737

(c)増減額(b-a) ▲ 1,568 ▲ 361 71 ▲ 2,311 ▲ 80

(d)繰越額 0 0

A．計(b+d) 7,752 8,455 10,487 6,447 4,737

B．執行済額 7,405 8,232 10,311 6,301 4,382

うち交付金充当額 5,923 6,585 8,248 5,040 3,505

次年度繰越額 0 0 0 0 0

執行率（％）(B/A) 95.5% 97.4% 98.3% 97.7% 92.5%

予算の状況の説明 　主任英語指導コーディネーター　1名を配置し適正に執行できた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R4活動目標（指標）

達成状況

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

主任英語指導コーディネーター　　１名配置
目　標 ２名 ３名 ２名 1名

実　績
７時間45分：２名

６時間：１名
７時間：２名（12月）
７時間：１名（６月）

７時間：１名（12月）
７時間：１名（６月）

1名

達
成
状
況
説
明

　主任英語指導コーディネーター　1名を配置した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R4成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R2年度 R3年度 R4年度

目標値
（　年度）

５％上昇

実　績 2.8%

進
捗
状
況
説
明

　英検合格率５％上昇の目標値を達成することができなかった。

　英検合格率5％上昇

目　標



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　与那原中学校における令和4年度英検受験者２６４名のうち合格者は１４３名で
あり、合格率は54.1％だった。対前年度比で2.8％上昇したが、５％達成できなかっ
たのは上級試験受験による難易度が上がったため、2.8％上昇は、ALTによる英
検対策による成果と考えられる。
（参考　令和３年度英検受験者２６５名うち合格者１３６名　合格率51．3％）

　与那原中学校における英検合格率は2.8％上昇していることから成果は出て
いる。JETプログラムのALTによる授業において「英検へ向けた取組」の実施を
検討する必要があるとともに、成果目標の「英検合格率5.0％上昇」について適
切か検討が必要である。

今後の取り組み方針

　「英検」をきっかけとして外国語への興味・関心を高め人材育成へ繋げる為に、主任助手英語指導コーディネーター、英語主任及びJETプログラムALTとの連絡会にお
いて「英検へ向けた取組」について検討する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

4,382 4,382 3,505 877 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 〇英語指導コーディネーターについては、面接により選定
し、「会計年度任用職員に関する規則」に基づき、任用してお
り妥当であると判断している。
〇必要に応じて予算の減額を行う等適正な執行管理に努め
た。
〇費目・使途については事業目的に即している。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

主任英語指導コーディネーター

１名

職員手当等 632千

円

共済費 574千円

旅費 78千円

報酬 3,098千円

与那原町

4,382千円

主任英語指導コーディネーター

3,098千円

主任英語指導コーディネーター

主任英語指導コーディネーター

574千円

主任英語指導コーディネーター

78千円
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市町村名 与那原町

令和４年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3-① きめ細かな児童生徒支援事業（幼稚園） 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第4章-5-（2）-ア

確かな学力を身につつける教育
の推進

担当部課名 子育て支援課
事業実施

（予定）年度
平成24年～令和13年

度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-3-(1)

事業内容 支援を要する児童に対して、特別支援教育支援員等を配置し、集団生活へのスムーズな適応を図る。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 12,291 21,027 18,226 25,555 25,523

(b)予算現額 17,097 20,079 17,420 24,372 21,686

(c)増減額(b-a) 4,806 ▲ 948 ▲ 806 ▲ 1,183 ▲ 3,837

(d)繰越額

A．計(b+d) 17,097 20,079 17,420 24,372 21,686

B．執行済額 15882 17868 15568 23,176 20,928

うち交付金充当額 12705 14295 12455 18,540 16,742

次年度繰越額

R3年度 R4年度

特別支援教育支援員11名配置

執行率（％）(B/A) 92.9% 89.0% 89.4% 95.1% 96.5%

特別支援コーディネーター1名配置

目　標

実　績

予算の状況の説明
勤務実績に伴い3，937千円の予算減額。
執行率は96.5％であり適切に執行することが出来た。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R4活動目標（指標）

達成状況

R1年度 R2年度

・特別支援教育支援員の対応への保護者の満足度96％と、目標を達成した。
・園児の特性や保護者の気持ちに応じたきめ細かな支援が、満足度に繋がったと考える。
・より良い支援を目指して、ミーティングや研修時間を確保し、資質向上に努めている。

R4年度
目標値

（　年度）

目　標

実　績

臨床心理士２名配置

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

R4は当初活動目標通り、年間を通して特別支援コーディネーターや臨床心理士、支援員を配置することが出来たが支援員１
名は途中退職したため募集したが応募がなかった。

100% 95%成果目標
（指標）

及び進捗状況

R4成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R2年度 R3年度

進
捗
状
況
説
明

96%

・対象となる園児の保護者へのアンケート調査
を実施し、「特別支援員の対応への満足度」
（80％以上）を含め、本事業のあり方について検
証する。

目　標

実　績



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・担任と支援員の役割分担が出来ていなく、園児の発達に応じた支援が行えてい
ないことがあった。
・支援員の経験や考え方によって、園児の特性に沿わない支援や関わり方に違い
が出てしまうことがある。

・継続して、ミーティングの時間を確保し支援を要する園児の支援方法や支
援員の役割について、担任と共有することにより、園児の発達に応じた支援
を行うことで改善することができる。
・研修時間を確保し、適切な支援の在り方の知識の向上を図ることで改善す
ることができる。

今後の取り組み方針

・園児の発達に応じた支援ができるように、ミーティング時間を確保し、支援員の役割や支援内容を共有することができるように取り組む。
・支援についての研修の時間を確保できるように調整を行うことで、専門的な知識の向上に繋げることができるように取り組む。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

20,928 20,928 16,742 4,186 0

特別支援員及び
特別コーディネーター報酬報酬

14,126千円

与那原町
20,928千円

職員手当
3,555千円

特別支援員及び
特別コーディネーター期末手当

及び通勤手当

共済費
2,815千円

　特別支援員及び
特別コーディネーター社会保険料

臨床心理士報償報償費
432千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 ・支援員の任用については、応募者を面接により適任者を選
定したうえで、会計年度任用職員の任免に関する町の例規
に基づき任用しており妥当。
・予算規模については、前述の例規に基づき算定しており、
適正な規模である。
・費目・使途については、事業目的に必要であり合致してい
る。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。



( ） （ ） （ ） （ 10学童クラブ ）

10学童クラブ

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( 80％以上 ) ( )

市町村名 与那原町

令和４年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3－② 非課税世帯等学童クラブ利用料助成事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第4章－2－（1）－イ

貧困状態にある子どもへの支援

担当部課名 子育て支援課
事業実施

（予定）年度
令和4～令和13年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－4－（1）

事業内容 　放課後児童クラブがひとり親家庭等の利用料減免を行うために要した費用の一部を助成する。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 1,350

(b)予算現額 863

(c)増減額(b-a) 0 0 0 0 ▲ 487

(d)繰越額 0

A．計(b+d) 0 0 0 0 863

B．執行済額 758

うち交付金充当額 606

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 87.8%

予算の状況の説明 補助の申請数（実績）を踏まえて487千円の予算減。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R4活動目標（指標）

達成状況

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

利用料軽減実施学童クラブへの助成。
※全10学童クラブの内、非課税世帯等の受入を
している学童クラブはすべて実施してもらう。

目　標

実　績

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・全10学童クラブ中、10学童クラブで非課税世帯等の児童受入があった。
内、全10学童クラブで非課税世帯等の利用料軽減を実施しており、活動目標のとおり達成。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R4成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R2年度 R3年度

進
捗
状
況
説
明

・利用者支援効果については、沖縄県と共同で調査を実施した。目標である80％以上には届かず53％となった。
・アンケート項目で選択肢を９項目に渡り設定したうえ、成果目標の指標の対象を「利用者助成により学童を利用できた又は就労を継続で
きた」に特定した為、目標に届かなかったと考える。
　ただし、100％が「役に立った」と回答しており、理由としては、「子どもの生活・活動の改善につながった」、「仕事の時間を延ばすことが
できた（収入が増えた）」等、子どもの居場所確保や健全育成、保護者の経済的自立に向けて支援効果があったといえる。

R4年度
目標値

（　年度）

利用料減免による利用者支援効果
（アンケートで、「利用料助成により学童を利用
できた、就労できた又は就労を継続できた」と回
答した割合）

目　標

実　績 53%



交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

（利用者支援効果）
・「放課後児童クラブの利用を支援し、安心・安全な居場所の確保を図る」という事
業目的の達成を評価するため、利用者支援効果を測定しようとアンケートを行った
が、100％が「（利用料減免が）役に立った」と回答している中、成果目標（指数）は
達しなかった。
　評価が低くなった要因としては、「利用料負担が減り、家計が助かった」という意
見が多くあったが、「学童クラブの利用料が高い」という意見も見けられたため、利
用料が問題の一つではないかと考えられる。
　ただし、アンケート結果にて「支援が役に立たなかった」という意見は見られず、
事業目的の達成に一定の効果はあったと推察されるので、アンケート項目や設問
の設定を再考し、事業効果をより適切に把握する必要があると考える。

（支援対象保護者の申請方法）
・紙媒体のみの申請としているが、利便性向上が必要と考える。

（利用者支援効果）
・評価が低くなった要因として学童利用料の値段設定が考えられるので、学
童利用料の低減を検討する必要がある。
・アンケート内容及び成果目標の指標の対象について、同一の指標を用い
ている沖縄県と協議のうえ、再考する必要がある。

（支援対象保護者の申請方法）
・オンライン申請を検討し、利便性向上を図る。

今後の取り組み方針

（利用者支援効果）
・根本的に、学童利用料が高いという意見が多数あったため、利用料低減に向けての検討に取り組む。
・より正確な効果を確認する為に、アンケート事項の再考に取り組む。

（支援対象保護者の申請方法）
・これまでの紙媒体での申請に加え、オンライン申請できる仕組みづくりに取り組む。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

3,024 758 606 152 2,266

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○規則に基づき、減免を実施している主体（学童クラブ）を選
定しているため妥当と考える。
○積算が困難にも関わらず、90％近くの執行率のため適正
と考える。
○県から町への補助基準額と同基準であるため、妥当と考
える。
○利用料減免に要した費用と限定しており、目的に即してい
ると考える。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○

与那原町

3,024千円

補助金

3,024千円

学童クラブ（10件）

3,024千円

県補助分（交付対象外経

費）

2,266千円



( 2 名 ） （ 2 名 ） （ 2 名 ） （ 2 名 ）

2 名 0 名 0 名 2 名

( 2 回 ） （ 2 回 ） （ 2 回 ） （ 2 回 ）

10 回 0 回 0 回 9 回

( 回 ） （ 回 ） （ 回 ） （ 回 ）

回 0 回 0 回 回

( 3 回 ） （ 3 回 ） （ 3 回 ） （ 3 回 ）

0 回 0 回 2 回

( 1 回 ） （ 1 回 ） （ 1 回 ） （ 1 回 ）

1 回 0 回 0 回 1 回

３回

90 90 90 90

103 92

日本語及び文化研修

目　標

実　績

与那原町における交流会でのアンケート

目　標

実　績

市町村名 与那原町

令和４年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

4 与那原町海外友好親善大使人材育成事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第４章－４－（２）－ア

交流基盤としてのウチナーネット
ワークの継承・発展

担当部課名 総務課
事業実施

（予定）年度
平成27～令和15年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－７

事業内容

　与那原町出身の海外移住者子弟を本町で研修生として受け入れ、日本語研修及び陶芸や三線といった研修等を行い、本町の文化と歴史を学
ぶ。また、小中学生との交流会を通して、小中学生に国際交流について関心を持たせる。
　本町での研修成果を活かし、本町及び本県と移住先国とのネットワークを強化し、ＰＲ大使として友好親善並びに沖縄文化の振興・発展に貢献しう
る人材を育成する。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 2,296 2,775 3,483 2,228 3,862

(b)予算現額 1,815 1,901 3,044 1,856 2,683

(c)増減額(b-a) ▲ 481 ▲ 874 ▲ 439 ▲ 372 ▲ 1,179

(d)繰越額

A．計(b+d) 1,815 1,901 3,044 1,856 2,683

B．執行済額 1713 1880 0 2,565

うち交付金充当額 1370 1503 0 0 2,052

次年度繰越額

執行率（％）(B/A) 94.4% 98.9% 0.0% 0.0% 95.6%

予算の状況の説明
滞在期間が予定より短くなったこと等により滞在補助金1,026千円を減額、物価高騰等により140千円を増額。また、研修の
実績確定に伴い報償費、需用費、役務費、委託料、使用料及び賃借料を合わせて293千円を減額。
合計1,179千円を減額。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R4活動目標（指標）

達成状況

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

研修生の受入れ　２名

目　標

実　績

帰国後の報告会及びアンケート

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・海外移住者子弟研修生受入については、ペルーから２名の研修生を受け入れた。
・児童生徒・町民との交流の機会については、町内小学校2校を訪問し、異文化交流を図ることができた。滞在している行政区
の綱づくりや大綱曳まつりへの参加、町職員など地域との交流も積極的に行い、研修生の日本語向上、地域住民の移民に対
する知識向上及び国際交流への関心を深めることができた。
交流会内訳：①研修生懇親会、②上与那原区綱づくり　③浜田区綱づくり　④世界の若者ウチナーンチュ大会　⑤世界のウチ
ナーンチュ大会ユナバルンチュ歓迎の集い　⑥町ジュニアリーダー研修、⑦与那原小学校交流会、⑧与那原東小学校交流会、
⑨研修報告会
・帰国後は、在ペルー与那原町人会で研修生の研修報告会を行った。報告会では、研修で学んだ三線や琉球舞踊を発表した。
今後の沖縄文化の継承・発展に繋がる報告会となった。

交流会の実施　２回

目　標

実　績



( ) ( 94 ％ ) ( 94 ％ ) ( 90 ％ ) ( )

( ) ( 100 ％ ) ( 100 ％ ) ( 90 ％ ) ( )

( ) ( 1回 ) ( 1回 ) ( 1回 ) ( )

0回 0回 1回

( ) (アンケート実施 ) (アンケート実施 ) (アンケート実施 ) ( )

( 未実施 ) ( 未実施 ) (アンケート実施 )

( ) (アンケート実施 ) (アンケート実施 ) (アンケート実施 ) ( )

( 未実施 ) ( 未実施 ) (アンケート実施 )

基準値
（　年度）

R2年度 R3年度

帰国後の研修報告会でのアンケート
沖縄・与那原に関心がある人の割合：90％

目　標

実　績 0 0

R4年度
目標値

（　年度）

与那原町での交流会でのアンケート
国際交流に関心がある人の割合：90％

目　標

実　績 0 0 90%

100%

【参考指標】
帰国後の研修報告会：1回

目　標

実　績

【参考指標】
与那原町における交流会でのアンケート実施

目　標

実　績

【参考指標】
帰国後の研修報告会でのアンケート実施

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

・町内小学校での交流会を通してアンケートを実施した。135名からの回答を集計した結果、90.4％の児童生徒から「国際交流に関心があ
る」との回答を取得。3年ぶりに国際交流を行い、高い関心が示された。
・帰国後の研修生によるアンケート実施については、報告会に来た全員から沖縄・与那原に興味があるとの回答を得ることができ、沖縄文
化や当研修事業へ関心度を高めることができた。
・ＰＲ大使としての活動では、研修で得た知識や経験を活かし、町人会に役員として中核で関わり、沖縄・与那原の文化普及活動に努めて
いる。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R4成果目標（指標）



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・ビザや在留資格認定証明書に一定の時間がかかるため、研修生決定から入国
までがショートな場合に事務負担の増大や、受入れが間に合わない恐れがある。
・研修生の推薦が、H30、R1、R4年　ペルー共和国からのみであり、他の国からの
推薦は無く、他国と調整した上で研修生受入れ時期の検討が必要である。
・R7年度に町民派遣を計画しているため、派遣基準等の整備が必要になる。

・確実な受入れを図るため、研修生決定をより早期に行う必要がある。
・研修科目について、研修生の要望を踏まえつつ、滞在期間におけるその
ウェイトを再考する必要がある。
・研修生の推薦について、推薦できない状況を確認し、各国からより広く推薦
が上がるようにする必要がある。
・研修生の各国町人会での活動を広く広報する必要がある。

今後の取り組み方針

・研修生決定時期について、各国町人会及び県人会への声掛けや研修生決定を早期に行い、事務負担の平準化やスムーズな受入を行う必要がある。
・研修科目の選定について、研修生の自主学習の時間を事前に盛り込みスケジュールを組むことで、研修生の体力的負担の軽減を図る。
・小中学校での交流会について、より一層、小中学生に関心を高められるように移民についての事前紹介資料等の提供を引き続き行う。
・研修生の活動状況の周知について、研修生が現地で報告や活動していることを町広報誌やホームページで随時発信し、町民と研修生及び各国町人会とのネット
ワーク強化を図る。
・R7年度に町民派遣及び研修に向けて基準等の整備が必要である。



資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

2,693 2,565 2,052 513 128

受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。

○委託費については、入札で業者を選定をした。
〇３業者から見積徴収し設計価格を作成、入札を実施してい
るので適正である。
○受益者である研修生は、与那原町地域振興推進事業交付
金交付要綱に基づいており、妥当である。
○費目、使途については、精算段階で検査を実施し、目的に
即し必要なものと判断した。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

〇

与那原町
2,565千円

報償費

293千円
個人（６名）

293千円
研修講師謝礼

旅費
22千円

個人（１名）

22千円 研修講師交通費

需用費
77千円

(有)アトム印刷

48千円

（株）カインズホーム

5千円

5千円

（有）沖広販

2千円

個人（1名）

17千円

印刷製本費

報告書作成

需用費
研修等に係る消耗品

役務費
35千円

南風原中郵便局

9千円

(株)ビバビーダメディカルライフ

26千円

報告書等郵送代

医療・生命保険料

委託費
1,467千円

株式会社JTB沖縄

1,467千円
渡航事務委託料

使用料及び賃借料

83千円

株式会社興洋電子

39千円
ＷｉＦｉルーター貸借料

那覇空港ビルディング（株）

1千円
有料駐車場使用料

個人（２名）

43千円
研修生報告会着物賃借料

補助金

588千円

個人（２名）

588千円
研修生滞在補助金

食糧費等（交付対象外経費）
128千円
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0回
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アンケートの実施

目　標

実　績

市町村名 与那原町

令和４年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

5 新しい公共交通検討事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第４章-2-（5）-ア

高齢者が生き生きと暮らせる地
域づくり

担当部課名 福祉課
事業実施

（予定）年度
令和元～令和４年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-４-（２）

事業内容 高齢者や障がい者の交通弱者に配慮した移動手段を確保するため、福祉型町内バスの導入検討の可否を検討するために実証実験を行う。

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和５年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

5,005 8,687 7,953

(d)繰越額

R4年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 5,801 9,526 10,397 10,707

(b)予算現額 9,981

(c)増減額(b-a) 0 ▲ 796 ▲ 839 ▲ 2,444 ▲ 726

A．計(b+d) 0 5,005 8,687 7,953 9,981

B．執行済額 4458 7860 6,480 9,308

うち交付金充当額 3565 6288 5,184 7,446

次年度繰越額

執行率（％）(B/A) #DIV/0! 89.1% 90.5% 81.5% 93.3%

予算の状況の説明
人件費等の減額に伴い39千円の予算減。
燃料高騰もあり予算は確保していたが想定よりも市場価格へ影響がなかったため執行率は87.3％となった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R4活動目標（指標）

達成状況

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

福祉型町内バスの実証実験の実施

目　標 実証実験実施 実証実験実施 実証実験実施 実証実験実施

実　績 実証実験実施 実証実験実施 実証実験実施 実証実験実施

検討委員会の実施

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・令和元年度から引き続き、町内バス実証実験を実施した。
・実証実験期間中においては、アンケートの実施は令和２～３年度において新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から運
行休止していた期間が長期に渡ったため、アンケートを取れる要素がなく実施できなかったが利用者（町老人クラブ、町障害者
協会）・関係者（町社会福祉協議会、町民生委員）との意見交換等を行った。
・検討委員会を開催し、現状の報告、実証実験延長の必要性等について議論した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R4成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R2年度 R3年度 R4年度

目標値
（　年度）

需要や課題等の実態把握

目　標 実態把握 実態把握 実態把握

実　績 実態把握未完了 実態把握未完了 実態把握未完了

進
捗
状
況
説
明

昨年度と比較し、通年を通しての実証実験ができた。
ただし、コロナに対する不安からか乗り控えが目立ち、空席率が高い日が多く正確な実態把握ができているとは言い難い。
また、コースに対する新規要望等もあがっており、順路の見直しや新たな需要の創出など未だ改善の余地があることが判明した。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

利用者数は増えてきているが、順路の見直しや新たな需要の創出など未だ改善
の余地があることから、現段階での本格導入の可否について判断は難しい。

これまで高齢者へのアプローチは行ってきており、これ以上の需要喚起は
限界があると考えられるため、順路の見直し及び対象者の拡大による利用
者増を検討したい。

今後の取り組み方針

新たな需要の創出を目的として、順路の見直し及び対象者として新たに妊婦を加えることとする。妊婦は日々の買い物や検診などの理由より外出が必要であるが、
体調が不安定になりやすく、また車両操作自体にも支障をきたすことから交通弱者であり、外出支援の必要がある為、今年度新たな対象として追加する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

9,308 9,308 7,446 1,862 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 〇バス運転手の任用は、応募者を面接により適任者を選定
したうえで、会計年度任用職員の任免に関する町の例規に
基づき任用しており妥当である。
〇リースについては入札で決定しており、設計額も複数業者
の見積りを参考にしており、適正な規模であった。
〇費用・使途については、事業目的に必要なものにおいて
支出しており、適正であった。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

与那原町

9,308千円

バス運転手（2名）会計年度任用職員（2名）

3,981千円

個人（116千円）

消耗品費

99千円

給料

3,981千円

共済費

868千円

バス運転手（2名）

社会保険料（1名）

276千円

共済組合負担金（2名）

592千円

需要費

1,641千円

車両2台分
燃料費

1,324千円

使用料

1,682千円

職員手当

961千円

ラミネートフィルム、バス停シール等消耗品

（株）琉球リース 等

1,682千円

期末手当（2名）

734千円

総合事務組合負担金（2名）

227千円

バス車両2台

タイヤパンク修理代

車両整備料等

報償費

131千円

修繕費

218千円

バス運転手（2名）

通信運搬費

44千円 郵送料

44千円
発着時刻・順路変更案内

代替バス運転手

検討委員会（3人）

15千円 町内バス導入検討委員会 委員報酬
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10箱
粉ミルク

目　標

実　績 14箱

市町村名 与那原町

令和４年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

6 災害対策備蓄整備事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第４章-２-（４）-イ

大規模災害等に備えた強くしな
やかな県土づくりの推進

担当部課名 生活環境安全課
事業実施

（予定）年度
平成28年度～令和10年

度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-10-（3）

事業内容 避難施設における被災者の長期避難生活を想定し、非常用食料等の購入・入替を計画的に行うことで、災害に強いまちづくりの実現を図る。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 1,304 1,847 1,165 1,407

(b)予算現額 1,304 1,004 1,165 1,303

(c)増減額(b-a) 0 ▲ 843 0 0 ▲ 104

(d)繰越額

A．計(b+d) 1,304 1,004 1,165 0 1,303

B．執行済額 1,059 999 1,015 1,302

うち交付金充当額 846 799 812 1,042

次年度繰越額

執行率（％）(B/A) 81.2% 99.5% 87.1% #DIV/0! 99.9%

予算の状況の説明
実績に伴い入札残の104千円を予算減。
執行率は99.9％であり適切に執行することが出来た。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R4活動目標（指標）
達成状況

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

・非常用食料
目　標 1,160食 1,160食 1,272食

実　績 1,160食 1,160食 1,320食

・粉ミルク
目　標 14箱 14箱

実　績 14箱 14箱

・粉ミルク（アレルギー対応）
目　標 1缶 1缶 10箱

実　績 1缶 1缶 10箱

・保存水
目　標 768本 768本 2,304本

実　績 768本 768本 2,304本

・発熱セット
目　標 27セット 27セット

実　績 27セット 27セット

・発熱剤
目　標 100個 100個

実　績 100個 100個

・使い捨て哺乳瓶セット
目　標 27セット 27セット

実　績 27セット 27セット

・ビスケット
目　標 5箱

実　績 5箱

・経口補水液パウダー
目　標 3箱

実　績 3箱

達
成
状
況
説
明

・非常用食品、保存水等の目標個数を達成。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R4成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R2年度 R3年度 R4年度

目標値
（Ｒ10年度）

町民増加分及び賞味期限切れ食料等の入替
R4年度備蓄食料カバー　100％

目　標
備蓄食料
1,160食

備蓄食料
1,272食

整備完了

実　績
備蓄食料
1,160食

備蓄食料
1,320食

保存水（500ｍｌ）
目　標

実　績 768本 2,304本

進
捗
状
況
説
明

令和10年度までに非常用食料を8,910食を整備する計画に対し、令和4年度目標個数（1,272食）を整備した。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

【今後懸念される問題点等】
・平成28年度から非常用食料等を整備してきたが、賞味期限が切れる非常用食
料があるため、人口増加分を含め非常用食料の購入が想定される。

・非常用食料等の整備が進んでいるが実際に活用するためには、各地域の住
民の防災への理解・協力が必要となる。

・非常用食料を賞味期限が切れで廃棄することなく、地域での防災訓練で
活用することで地域の防災力強化を図る必要がある。

・防災用の備蓄品等を有効活用するために各地域の自主防災組織の強
化が必要となることから、防災士資格取得の支援を行うことで地域の防災
力強化を図る。

今後の取り組み方針

　今後の取り組みとしては、備蓄品等の適切な管理・購入を行いつつ、各地域の自主防災組織の組織力強化（防災士資格取得支援）を行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

1,302 1,302 1,042 260 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ・受注業者は条件付き一般競争入札により選定しており妥
当である。
・複数業者見積を参照として積算しており、予算規模は適
正である。
・納品検査を実施し費目・使途は、事業目的に即し真に必
要なものに限定されている。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

与那原町

1,302千円
需用費

1,302千円

アースウイング株式会社

1,302千円
非常用食等の購入
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市町村名 与那原町

令和４年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

7 与那原町伝統文化発信事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第４章-1-（４）-ア

沖縄文化の継承・発展・普及

担当部課名 生涯学習振興課
事業実施

（予定）年度
令和４～５年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-３-（３）

事業内容 与那原町の伝統文化の魅力を町民向け及び県内外に発信することにより、その継承発展につなげ後継者の育成と、観光客の誘致につなげる。

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（　令和５年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

Ｒ４年度 R５年度 R６年度 R７年度 R８年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 27,920

(b)予算現額 19,373

(c)増減額(b-a) ▲ 8,547 0 0 0 0

(d)繰越額 0

A．計(b+d) 19,373 0 0 0 0

B．執行済額 19,256

うち交付金充当額 15,404

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 99.4% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

予算の状況の説明
新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点より与那原大綱曳の規模縮小となったことに伴い、与那原大綱曳撮影と映
像コンテンツ制作を令和５年度に実施することとしたため、8,547千円の予算減。
執行率は99.4％であり適切に執行することが出来た。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R4活動目標（指標）

達成状況

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

史跡・伝統文化の映像を撮影し、映像コンテン
ツ等を制作する。

目　標
コンテンツ制

作

実　績 コンテンツ制作

大綱曳に関する技術の記録等をする。

目　標
コンテンツ制
作および展示

強化

実　績
大綱本体やタペスト
リーによる展示強化

達
成
状
況
説
明

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、時期変更および与那原大綱曳の規模縮小となったため、与那原町指定文
化財「三津武嶽」「親川」の映像コンテンツ制作を行った。大綱曳の映像作成はできなかったが、大綱本体の資料館への展示
や、タペストリーの作成を行い展示強化を行うことができた。



( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R4成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R4年度 R5年度 R6年度

目標値
（　年度）

映像の撮影

目　標 １式

実　績 １式

コンテンツ等製作

目　標 １式

実　績 １式

綱打ち架台の作成

目　標 １式

実　績 １式

大綱架台作成、旗頭架台作成、衣装の購入

目　標 １式

実　績 １式

大綱曳資料（緞帳）活用展示

目　標 １式

実　績 １式

資料館の看板設置

目　標 １式

実　績 １式

案内看板設置

目　標 １式

実　績 １式

【R5】成果目標
・来館者数

目　標 ― 3000 4000

実　績

進
捗
状
況
説
明

・映像コンテンツのうち、文化財のコンテンツ制作を完了した。
・大綱曳資料館展示強化、誘客強化として、綱打ち架台作成、大綱展示用架台作成、旗頭展示用架台作成、大綱曳資料（緞帳）展示、
展示用衣装購入、案内看板、資料館の看板の設置を完了した。

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・令和４年度に導入した映像コンテンツや、展示強化・誘客強化のための効果を
検証していく。
・与那原大綱曳の映像は規模を縮小して開催となったため、令和４年度は撮影を
断念した。
・令和４年度は年間の来館者数がコロナ禍に比べて回復しているが、４月～11月
に比べて12月から３月にかけて来館者数が少ない。

・令和４年度はリニューアルオープンということもあり、４月からの来館者数
が多かった。与那原町役場での選挙投票所利用や、与那原町役場敷地内
の上の森かなちホールでイベントがある際にも来館者が多い印象のため、
与那原大綱曳資料館でのイベントだけでは集客が弱い印象があり、有効
的な周知方法の検討が必須であると考える。

今後の取り組み方針

・令和５年度以降、来館者数3000人を目指す。
・映像コンテンツや、展示強化のために入れた展示を活用し、体験型の学びを通して、伝統文化の継承・発展につなげる。
・令和４年度に映像コンテンツ並びに、展示強化、誘客強化として導入した事項の周知方法、発信方法の検討を行い、誘客を図る（与那原大綱曳資料館（つなか
ん）ブログの更新頻度をあげる、新しいコンテンツの紹介を町広報で行う等）。



資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

19,256 19,256 15,404 3,852 0

需要費 のぼり制作・購入

53千円 53千円

株式会社　あしびっとワークス
・映像コンテンツ等制作

委託料
15,863千円

11,254千円

与那原町
19,256千円

株式会社　立希工業
・大綱運搬業務委託（祭り会場から大綱曳資料館

243千円

株式会社　立希工業
・展示用大綱架台製作業務委託

498千円

株式会社　立希工業
・展示用旗頭架台製作業務委託

174千円

株式会社　博電舎
・大綱曳資料（緞帳）活用展示委託業務

3,694千円

工事費 ゆい工房
・ガラス装飾・看板工事

2,736千円
900千円

プランニング・ユウ
・案内看板設置工事

549千円

Ｂｅ夢広宣
・壁面看板工事

1,287千円

原材料費 綱打架台作成

17千円
17千円

備品購入費 Bean'Z Most
・展示用各係衣装製作

587千円
157千円

有限会社　津波　津波三味線店
・展示用支度衣装購入

387千円

外間琉舞衣裳店
・展示用支度衣装（足袋・襦袢・腰ひも等）購入

43千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 ○映像コンテンツ等作成委託業務は公募型プロポーザルで
選定し、妥当であったと考えている。
〇大綱曳資料（緞帳）活用展示委託業務は条件付き一般
競争入札で選定し、妥当であったと考えている。
○複数業者見積から積算しており、予算規模は適正であ
る。
○不用額は事業費の５％以内であり適正な規模であった。
○費目、使途については精算段階で検査を実施しており、
目的に即し、必要なものであったと判断した。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。



（ ） （ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 与那原町

令和４年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

8 与那原町豊かな暮らしを支える交通環境構築事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第４章-２-（７）-（イ）

快適な生活環境の形成

担当部課名 企画政策課
事業実施

（予定）年度
令和4～令和13年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-１１

事業内容
安心安全で円滑に町内外を移動できる交通環境を整えるため、本事業で交通環境を整えるため交通教育やバスの利用環境向上に向けた取り
組み等を実施する。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　■後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 7,760

(b)予算現額 6,094

(c)増減額(b-a) ▲ 1,666 0 0 0 0

(d)繰越額

A．計(b+d) 6,094 0 0 0 0

B．執行済額 5,926

うち交付金充当額 4,740

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 97.2% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

予算の状況の説明
委託料、備品購入費の減額等に伴い予算を1,666千円減額。
執行率は97.2％であり適切に執行することが出来た。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R4活動目標（指標）

達成状況

R４年度 R５年度 R６年度 R７年度

①交通教育の実施（交通教室の実施、ポスター
等作成）

目　標
交通教室　2回
ポスター作成
フラグ作成

実　績
交通教室　２回
ポスター作成
フラグ作成

②自転車利用環境の向上に係る検討調査

目　標 検討調査の実施

実　績 検討調査の実施

③バス停へのベンチの設置

目　標 ベンチ設置

実　績 ベンチ設置

達
成
状
況
説
明

各項目において活動目標を達成することが出来た。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R4成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R4年度 R5年度

③バス停へのベンチ設置率　２５％以上

目　標 25％以上

実　績

R6年度
目標値

（　年度）

①公共交通教育の理解　参加人数の８０％が
理解

目　標 80％以上

実　績 100%

②自転車利用に係る安全対策のための方策を
出す

目　標 安全対策の方策

実　績
自転車ネット

ワーク計画の策
定

36.60%

進
捗
状
況
説
明

各項目において成果目標を達成することが出来た。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

（公共交通について）
・町内を運行するバス会社と協力し小学校へのバス教室を実施することが出来
た。
・過去の調査にてバス停のベンチ設置可能か所（11箇所）のうち４箇所に設置す
ることが出来た。

（自転車利用に関する安全対策等）
・「与那原町自転車ネットワーク計画」を策定することが出来た。

（公共交通について）
・バス教室は継続的に取り組むことで効果を発揮できると考えていることか
ら引き続き実施する。

（自転車利用に関する安全対策等）
・整備に向けては道路管理者等関係部局と調整を行いながら検討する必
要がある。

（交通環境の構築）
・与那原町は比較的フラットであることから、その地勢を活かした移動手段
の推進を検討する。

今後の取り組み方針

（公共交通について）
・バス会社と協力しバス教室を継続的に実施する。

（自転車利用に関する安全対策等）
・安全対策の整備に向けて関係部局と調整を行う。

（交通環境の構築）
・自転車を含む自動車以外の移動手段の推進方法（シェアサイクル等）を検討する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

5,926 5,926 4,740 1,186 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 〇委託事業者は一般競争入札で選定しており、妥当であっ
たと考えている。
〇不用額は事業費の５％以内であることから適正な規模で
あった。
〇複数見積により予算を確定しており予算規模は妥当であ
ると考えている。
〇費目、使途については精算段階で検査を実施しており、
目的に即し、必要なものであったと考えている。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

与那原町
5,926千円

沖縄バス株式会社
113千円 与那原東小学校 バス教室実

計画策定業務

東陽バス株式会社
97千円

検討協議会（2名）
20千円

与那原町自転車利用環境検討協議

会

琉球国際航業㈱
4,664千円

委託料
4,874千円

与那原小学校 バス教室実施

報償費
20千円

Be夢広宣
246千円

ターポリンフラグ ２４枚購入

ポスター ４４枚作成
Be夢広宣
49千円

株式会社サンライト
737千円

バス停ベンチ設置 ４脚
備品購入費

737千円

需用費
295千円



（ ） （ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

実　績
実施方針、公募
資料の作成の作

成

市町村名 与那原町

令和４年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

9 新しいまちづくりに向けた公有地活用事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第４章-３-（６）-（ア）

スタートアップの促進

担当部課名 企画政策課
事業実施

（予定）年度
令和4～令和6年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-２

事業内容
　町内公有地の土地利用検討をサウンディング調査等にて行うことで、企業等を誘致し、新たな経済効果（産業、雇用、税収等）を生み出すことを
目的とする。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　■後年度（令和５，６年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 25,000

(b)予算現額 24,500

(c)増減額(b-a) ▲ 500 0 0 0 0

(d)繰越額 0 0

A．計(b+d) 24,500 0 0 0 0

B．執行済額 24,387

うち交付金充当額 19,509

次年度繰越額 0 0

執行率（％）(B/A) 99.5% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

予算の状況の説明 不用額113千円については入札残によるもの。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R4活動目標（指標）

達成状況

R４年度 R５年度 R６年度 R７年度

・サウンディング調査の実施

目　標 調査実施

実　績 調査実施

・土地利用基本構想、サウンディング調査を踏
まえた基本計画の策定

目　標 基本計画の策定

実　績 基本計画の策定

・実施方針、公募資料の作成

目　標 公募資料の作成

実　績 公募資料の作成

達
成
状
況
説
明

・各項目において活動目標を達成することが出来た。
・実施方針の作成についてはPFI事業の土地利用の想定が無くなったため実施していない。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R4成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R4年度 R5年度

進
捗
状
況
説
明

・各項目において成果目標を達成することが出来た。

・実施方針、公募資料の作成

目　標

R6年度
目標値

（　年度）

・基本計画の策定

目　標 基本計画の策定

実　績 基本計画の策定

【R5成果目標】
・公募の実施、事業者の決定・契約
【R6成果目標】
・事業開始

目　標

実　績

実施方針、公
募資料の作
成の作成



交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・適切な事業者を対象としサウンディングを行ったことから、企業誘致に向けた基
本計画の策定及び実施方針、公募資料を作成することが出来た。
・新たな経済効果を生み出す公有地活用を行う為には、十分な提案作成期間（標
準的に6か月）等が必要である。

・十分な提案作成期間を確保する為、令和5年度の本公募を早期に実施す
る。

今後の取り組み方針

・令和5年度の事業者選定アドバイザリー業務を早期に発注し、本公募を早期に実施する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

24,387 24,387 19,509 4,878 0

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 〇委託事業者はプロポーザル方式による随意契約にて選定
しており、妥当であったと考えている。
〇複数見積により予算を確定しており予算規模は妥当であ
ると考えている。
〇費目、使途については精算段階で検査を実施しており、目
的に即し、必要なものであったと考えている。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

-

与那原町
24,387千円

日本工営都市空間株式会社
24,387千円 基本計画等策定業務委託

委託料
24,387千円


